
マイコトキシン等の分析法の開発
－今の分析法で満足ですか－

安全性

１９７８年当時、世界でこのプログラムに参加した１１１機関のうち高速液体クロマトグラフィー
を使用していたのは食品総合研究所を含めてわずか５機関でした。それが１９８９年には３６％に
増加し、２００２年には９０％以上の機関が使用するに至っています。
この間に分析結果のばらつきも、１９７８年にはおおむね半数機関が｜Ｚ｜＜２を満足するに

過ぎなかったのが、２００２年には３／４の機関が満足するようになっています.食品総合研究所は
１９７８年に報告した方法で常にｚ＜|2|を満足する結果を得てます。

個別分析法の必要性
食品は様々なものから出来て

いるために、一つの成分（汚染物
質）を取り上げても、その食品に
応じた分析法が必要です。

個別の分析法の開発
個別の分析法の開発には、

１．量を知りたい物質
２．それを含んでいる食品
３．使える可能性のある分析法
この３っの知識が不可欠です。

最先端に機器、手法の利用（？）
LCMS, GCMS、あるいは

ELISAがすべての問題を解決し
てくれるでしょうか？

分析法の変化と精度の向上
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主な実績
１９７８年：蛍光検出高速液体クロマトによるアフラトキシン分析
１９８８年：キャピラリーガスクロによるアフラトキシンの分析
１９９０年：GCMSによるアフラトキシン、サイクロピアゾン酸、こうじ酸の一斉分析
１９９６年：LCMSによるアフラトキシンの分析
１９９６年：緑茶カテキンのPDA-HPLCによる一斉分析

その他の活動
ELISAキットの比較評価（１９８８，１９９０）、コーヒー中のアフラトキシンの分析（１９８３）
ＯＰＦを汚染するアフラトキシンの分析（マレイシヤとの共同：２００１）
AOAC International Method Committee for Natural Toxins and Food Allergens, Member(1999～）
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